
自転車安全啓発冊子の概要

自転車安全冊子を２タイプ作成

1. 自転車の安全利用からルール・マナー、その他必要な情報を網羅した内容とし、自転車の安全講習等で活用
できるテキストとなるような、学生から高齢者まで幅広く活用できる内容とするもの。

2. 子育て世代に向けた目線で、ルールマナーに加えて、子育て世代に必要な情報を掲載した内容とするもの。
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自転車安全啓発冊子の概要

子育て向け自転車安全冊子について

さいたま市
子育て

安全利用冊子

・子育世代向け
・20㌻程度

子育て向け ＜コンテンツ案＞

◆自転車の安全利用

◆自転車購入前に知りたいこと

◆自転車お役立ち情報

◆自転車を利用するメリット

◆冊子の形態

◆自転車安全冊子の利用

◆自転車安全利用を促す取組

◆他分野との連携に関する取り組み



◆自転車の安全利用

自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（ＷＳに基づく冊子に掲載すべきコンテンツ）

 子どもの乗せっぱなしへの注意喚起

 ハンドルロックのメーカーでの違い

 子どもを前後に乗せる順番について

 ３人乗り自転車での荷物の持ち方について

 後部座席の足場の利用方法（踏み台ではない）

3人乗り電動
アシスト自転車の

利用方法

 自動車ドライバーへアピールする方法

 夜間や雨天時に、目立たせる方法

（自転車にかけるカバーを派手にする、など）

自転車や運転者の
安全対策

 左側通行厳守など、ルールやマナーの周知

 車道走行、歩道走行のルールの周知

自転車のルール、
マナーの周知

 転倒時、頭部を強打しやすい

 事故事例を掲載する

 子どもはもちろん、親のヘルメット装着の必要性・重要性

（帽子だけではダメ。）

 子乗せ自転車に乗ることが子どもたちを守ることにつながる

 手信号について、その必要性

自転車による
交通事故を

未然に防ぐ取組



自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（ＷＳに基づく冊子に掲載すべきコンテンツ）

 雨の日の要注意ポイント

 雨天時のマンホール

 雨天時は視野も狭くなる

雨天時の
注意点

◆自転車の安全利用

◆自転車購入前に知りたいこと

 ３人乗り自転車が利用できる年齢

 ３人乗り自転車の基本的な利用形態などを記載。子供が３人

いる場合への対処方法などの列挙（抱っこOK？おんぶOK？）

 自転車の選び方（身長など）

 自転車の規格など、自転車に関する基本的な知識

3人乗り電動
アシスト自転車の
利用できる環境



自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（ＷＳに基づく冊子に掲載すべきコンテンツ）

 自宅周辺や目的地までのサイクルショップの位置情報

 将来的にはアプリを活用

自転車
お役立ちMAP

 ３人乗り自転車を駐輪するスペースが限られているので、増

やす取組が必要。駐輪できる場所情報

 将来的にはアプリを活用（再掲）

 交通量が多い、事故が多い道路の情報

（危ない道を避けるルート選択・マップ化）

自転車の
適正な管理方法

◆自転車お役立ち情報

 メンテナンス方法、点検のこと

 充電やバッテリー交換のタイミングなどの効率的な使い方

駐輪場情報
および道路情報



自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（ＷＳに基づく冊子に掲載すべきコンテンツ）

 子供がぐずらない、退屈しない

 子供が喜ぶ

 行動範囲が広がった。遠くの公園に行けるようになった

 近距離移動が楽になった

子供との
行動範囲の向上

 運動になる

 環境にやさしい乗り物

 電動アシストは走りはじめが安定するので楽で良い

◆自転車を利用するメリット

自転車は
健康、環境に貢献

◆冊子の形態

 手に取りやすい、読みやすい厚さ

 見開き程度の冊子でもよい

 文字を読ませず、イラストなどで理解させる工夫

 簡易版と解説付きの２種類を作成

簡易的な
冊子の必要性

冊子を読む
シーンをイメージ



自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（ＷＳに基づく冊子に掲載すべきコンテンツ）

 区役所・コミュニティ施設・公園・病院の支援センター・保険セ

ンター等に冊子を配置する

 イベント会場やサイクルショップで配布する

 サイクルショップに配置し、店員からも自転車購入者へ説明す

る

公共だけでなく
子育て世代が

集まる場所へ配布

 ブックスタートなどの制度を活用

 検診や予防接種のタイミングで周知する

（通知する文書と合わせて、本冊子を送付することでも可）

 幼稚園の先生にレクチャーし、子どもへ伝えてもらう

◆自転車安全冊子の利用

子育て世代に
関連する施策と

連携



自転車安全啓発冊子の概要

■ワークショップ意見取りまとめ（その他の意見）

安全利用を促す
ための自転車体験
施策の充実

◆自転車安全利用を促す取組

自転車講習への
参加を促す
施策の充実

◆他分野との連携に関する取り組み用

 サイクルショップから安全面やヘルメットの必要性などの説明

 サイクルショップの店舗スペース（駐車場）を利用した試乗会

 試乗会を開催し、電動アシスト自転車等を実体験する

 自転車講座を多く開催・公園に練習用の自転車を配置

 大宮公園のトラックなど、既存の公園を一部練習場所とする

 「自転車公園」をつくり、自転車の乗り方などを練習する

 オリジナルヘルメットをつくるワークショップ （親子でお気に入

りのヘルメットを作ることでヘルメットを身近に感じる）

 パパママプロジェクト参加者（３人乗り電動アシストレンタルし

ている方）以外の方にも、参加できるワークショップを企画。

 バス・タクシー等の自動車関連事業者へ呼びかけて、自転車

利用者への配慮を促す

自転車関係者から
波及効果を
期待する取組

関係事業者等へ
周知する取組


